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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

火災や地震、水害等の災害時に、各職員が迅
速に対応できる様、マニュアルを作成すると共
に、消防関連業者等の協力を経て、消火器・通
報機器・スプリンクラー等の使用方法及び、災
害時等の避難誘導等も含め、毎月の勉強会の
中で、訓練を実施しておりますが、新人職員も
おり、満足の結果とはなっていない。

全ての職員が、火災や地震、水害等の災害
時に迅速な避難誘導（垂直避難訓練含む）
を行う事が出来る。又、火災や地震、水害
等の災害時に、飲料・食料・災害時の備品
等については、定期的な管理を行い、その
都度購入が必要な際には、購入を検討す
る。

・災害時におけるライフライン停止時等を含め
た、マニュアルの再整備及び設備等の検討行
う。
・全体会議・フロアミーティング・勉強会等を通じ
て、マニュアル及び各係の役割を把握する。
・火災時における対応方法において、迅速に対
応出来る様、年二回の実地訓練及び、全体会
議や勉強会等において実施訓練を実施する。
又、実施訓練の結果を踏まえ、全職員で方策
について再検討する。
・火災や地震、水害等の災害時に備え、飲料・
食料・災害時の備品等については、購入済み
ですが、今後も再度見直しを行うと共に、必要
な物については購入する。
・設備関連業者と具体的な検討を行っており、
設備に向けた取り組みとする。
・上記内容を踏まえ、事業継続計画（BCP）を作
成する。
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　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


